
お
も
な

内
容

第
1
3
回
定
例
会

（
令

和
８

年
９

月
）

な
ど

村
政

を
問

う
（

一
般

質
問

）
…
…
 ｐ

６
～

ｐ
９

2026

第
177
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木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
（
株
式
会
社
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田
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イ
オ
パ
ワ
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議会だより　のだ　№ 177 －②議会だより　のだ　№ 177 －②

　

中
村
一
浩
代
表
監
査
委

員
は
９
月
９
日
の
本
会
議

で
、
令
和
７
年
度
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
公
営
企

業
会
計
な
ど
の
審
査
意
見

を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
各
会
計
決
算
書
等

は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し

て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
計
数
は
証
拠
書
類
と
合

致
し
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各

会
計
の
予
算
執
行
及
び
関

連
す
る
事
務
処
理
に
つ
い

て
は
、
お
お
む
ね
適
正
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
13
回
野
田
村
議
会
定
例
会
が
９
月
９
日
か
ら
18
日
ま
で
の
10
日
間
を
会

期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
16
件
、
報
告
４
件
、
認

定
６
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
の
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

９ 月
定例会

令和７年度決算を

認定

令和７年度 おもな事業
○野田小学校整備事業（５億2,702万円）

　小学校の整備工事費ほか。令和７年７月31日で完了。

○交流物産等複合施設整備事業（3,001万円）
　指定管理料、開業支援事業補助金ほか。

○自治体情報システム標準化・共通化事業（9,683万円）
　国の標準準拠システムに移行するため、庁舎内システムや回線等の環境整備。

○学校給食センター事業（6,640万円）
　児童生徒等に給食を提供、備品類の更新。

○交流物産等複合施設整備事業（２億8,984万円、工事費ほか）
　三陸沿岸道路の利用者等に対し、村への誘客促進のため、交流・物産等
の機能を兼ねた複合施設を整備。展望休憩スペース設置工事ほか。

監査委員
報　　告

監査報告をする中村代表監査委員

総務費
11億2,376万円

その他
（商工費・労働費）
1億2,861万円



議会だより　のだ　№ 177 －③

　任期満了となる農業委員会の委員の任命に関し、議案第９～16号が審議され、
原案どおり任命することに同意しました。
　委員の任期は令和８年11月27日から令和11年11月26日までの３年間で、任命
された委員は次のとおりです。（50音順・敬称略）

　【再任】小野紀行、八幡文耕、平谷東英、弐又文雄、米田俊幸、明内伸一
　【新任】小谷地明子、新山麗佳

野田小学校２年生が傍聴席から見学（9/9）

繰入金　
2億8,248万円

その他交付金
1億7,603万円

村債
5億9,830万円

国・県支出金
10億1,996万円

地方交付税
20億7,816万円

その他
1億8,280万円

自主財源
28%

依存財源
72％

村税
3億7,818万円

繰越金
6億8,084万円

総務費
11億2,376万円

民生費
10億540万円

衛生費
2億3,231万円農林水産業費

6億1,337万円

土木費
5億5,983万円

消防費
2億1,298万円

教育費
8億4,071万円

災害復旧費　
5,060万円

公債費
3億5,677万円 議会費　4,565万円

その他
（商工費・労働費）
1億2,861万円

一般会計

歳入 総額
53億

9,675万円

一般会計

歳出 総額
51億

6,999万円

各 会 計
決　算　額 収入未済額

（税金の滞納など）歳入（収入） 歳出（支出）
一 般 会 計 53億 9,675万円 51億 6,999万円 7,622万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 ４億 9,475万円 ４億 8,264万円 523万円
後 期 高 齢 者 医 療 5,765万円 5,740万円 0円
国 民 宿 舎 事 業 2,472万円 2,402万円 0円

公営企業会計
決　算　額

未収金
収益的収入 収益的支出

簡 易 水 道 事 業 １億 4,250万円 １億 3,945万円 831万円
下 水 道 事 業 ３億 5,781万円 ３億 2,231万円 1,229万円

※金額は四捨五入しています   

令和７年度の
決算状況

新しい農業委員の任命に同意



議会だより　のだ　№ 177 －④議会だより　のだ　№ 177 －④

　議長を除く議員８名で構成された決算特別委員会（山田陽子

委員長）は９月15・16日の２日間、令和７年度一般会計・特別

会計の歳入歳出決算、公営企業会計決算を審査しました。

　審査の結果、いずれも認定すべきものとして、９月18日の定

例会本会議で報告しました。

山田陽子 委員長

歳出決算

『コンビニ収納システム使用料』

問：利用状況、くわしい内容は。

答：納税者がどんな時間帯でも納められるよう利便性

　　　を向上している。令和７年度の件数は１万４,１４１

　　　件。

歳入決算

『がんばるのだ応援寄附金』

問：令和６年度より減少している

　　　が要因は。

答：水産物を取り扱っている加工

　　　業者が村内から撤退し、ウニ

　　　など高額の返礼品を提供でき

　　　なくなったことがおもな要因。

歳出決算

『多職種連携教育事業』

問：いろんな分野の方と交流を深め、将来的な村の効

　　　果を目指すものだと思う。これまで何回も行って

　　　いるが、どのような効果を得られているか。

答：学生の方々に村の医療機関や包括支援センターの

　　　現状を感じてもらっている。また、荒海団などい

　　　ろいろな関係者との交流を行い、その後も交流が

　　　続いている。

質疑の
一部を
紹介します

決算特別委員会



議会だより　のだ　№ 177 －⑤

歳出決算

『統合型地図情報システム更新事業』

問：「災害時要援護者支援サブシステム」は、

　　　どのような効果を期待するものか。

答：災害時の要支援者に登録されている方を

　　　システム上の地図にしるし、要支援者が

　　　どこに住んでいるかを地図上に表記。今

　　　後活用していく。

問：要支援者名簿ができている方は地図上に

　　　示してあるということか。

答：そのとおり。

歳出決算

『村営バス運行事業』

問：令和７年度は利用者が約５,２００人で、

　　　令和６年度より２,０００人ほど減ってい

　　　る。要因は何か。

答：「道の駅のだぱあぷる」が新たに移転

　　　オープンしたことで、ダイヤ改正をして

　　　いる。久慈翔北高校野田校舎のバス停を

　　　廃止したことで人数が減っていると思わ

　　　れる。

歳出決算

『国民宿舎事業』

問：サウナやお風呂等を修繕したが、利用客

　　　が増えた実績や利用者からの声はあるか。

答：サウナのヒーターの修繕や大浴場のシャ

　　　ワーの修繕をおこなった。利用者数に直

　　　結してはいないが、シャワーも安定する

　　　ようになり、サウナも良くなったという

　　　声は頂いている。

歳出決算

『地域活性化アイディア実現補助金』

問：どういった内容に対しての補助か。

答：４団体に補助。

　　　・まほろばローリング楽団…村内でのラ

　　　　イブ活動

　　　・野田村にICU旋風を吹き起こす会…

　　　　野田まつり参加や小・中学校での英語

　　　　授業

　　　・野田村商工会青年部…野田中学校吹奏

　　　　楽部のオリジナル曲を制作

　　　・野田はまなす会…「心はいつものだ村

　　　　民」登録者との合同交流会の実施

　

18
日
に
審
議
が
行
わ
れ
た
、

令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
１
８
８

万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
41
億

２
２
２
４
万
８
０
０
０
円
と

し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、

村
債
管
理
基
金
積
立
金
、
道

路
除
排
雪
経
費
及
び
簡
易
水

道
事
業
会
計
補
助
金
等
に
要

す
る
経
費
の
ほ
か
、
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
よ
る
高
齢
者

物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
な

ど
で
す
。 令

和
８
年
度 

　

一
般
会
計 

補
正
予
算

お
も
な
内
容

●
高
齢
者
物
価
高
騰
対
策
　

　
支
援
事
業

　
75
歳
以
上
の
方
に
村

共
通
商
品
券
５
０
０
０

円
分
を
交
付
。

●
中
平
遺
跡
遺
構
保
存
業
務

　
委
託

　
野
田
小
学
校
に
隣
接

す
る
竪
穴
住
居
跡
遺
跡

保
存
の
経
費
。

●
岩
手
県
中
学
校
総
合
体
育  

　
大
会
等
出
場
費
補
助
金

　
野
田
中
学
校
の
柔
道

部
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
県

大
会
へ
出
場
。
さ
ら
に

東
北
大
会
に
柔
道
部
が

出
場
。
吹
奏
楽
部
は
県

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

金
賞
を
受
賞
し
、
22
年

ぶ
り
の
東
北
大
会
へ
出

場
。



議会だより　のだ　№ 177 －⑥議会だより　のだ　№ 177 －⑥

村政を問う
議員 が登壇

質問議員（質問順） 内　　　　　容 ページ

中
なか

　川
がわ

　　　昇
のぼる

１　県立久慈病院の医療体制について

２　地域活性化起業人制度について

３　「ふるさと住民登録制度」の実施について

４　人口減少への対応について

８

● 一般質問は、村の行財政全般に関し、原則定例会で村の将来への  

 方針や目標、地域や住民生活がよりいっそう豊かになるための課 

 題などを質問できます。

● 質問時間は、１人60分まで、１つに３回まで質問できます。

３名

山
やま

　田
だ

　陽
よう

　子
こ

１　大雨・洪水避難対策について

２　緊急通報について

３　有害鳥獣被害対策について

４　遊具等の暑さ対策について

５　第３期野田村まち・ひと・しごと創生総合戦略

　　について

６　城内二又線通りの太陽光の街路灯について

９

丹
たん

　野
の

　和
かず

　子
こ

１　有害鳥獣防除対策事業補助金について

２　農業資材価格上昇に対する対策について

３　要支援者の個別避難計画作成について

４　野田村地域おこし協力隊について

７



議会だより　のだ　№ 177 －⑦

設置された電気柵

　補助金を拡充すべき

村長　補助内容、制度改定を検討

有害鳥獣防除対策事業

丹 野　 和 子 議員

問

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被

害
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。
村
で
は
有
害
鳥
獣
防

除
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い

る
が
、
内
容
は
経
費
の
２
分

の
１
、
年
額
５
万
円
を
上
限

と
し
て
い
る
。
生
産
拡
大
の

た
め
に
も
補
助
率
と
補
助
額

の
上
限
の
引
き
上
げ
が
必
要

で
は
な
い
か
。

村
長

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
等
の
被
害
は

年
々
深
刻
化
し
て
い
る
。
農

家
の
収
入
減
少
、
営
農
意
欲

の
低
下
に
も
直
結
す
る
た
め
、

農
業
振
興
を
図
る
う
え
で
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
令
和
８

年
度
、
こ
の
補
助
金
は
要
望

が
多
く
６
月
議
会
に
予
算
を

増
額
し
た
。
今
後
の
状
況
を

ふ
ま
え
、
農
業
の
担
い
手
支

援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。

再
質
問

農
業
振
興
の
た
め
、

補
助
率
や
上
限
を
改

定
す
る
方
向
で
の
制
度
改
革

を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

村
長

農
業
者
の
規
模
等
を

聞
き
取
り
し
、
足
り

な
い
分
は
補
助
す
る
な
ど
、

制
度
内
容
等
の
改
定
を
検
討

し
て
い
く
。
米
農
家
に
は
、

地
域
一
体
で
電
気
柵
を
設
置

で
き
る
よ
う
話
し
合
い
を
進

め
た
い
。

農
業
資
材
購
入
に
援
助
を

問

農
業
資
材
の
価
格
上

昇
が
続
い
て
い
る
。

特
に
肥
料
は
値
上
が
り
が
顕

著
で
あ
る
。
今
後
の
営
農
の

た
め
に
も
、
村
民
に
価
格
を

下
げ
て
販
売
す
る
方
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

村
長

農
業
経
営
に
対
し
て
、

「
園
芸
作
物
等
生
産

拡
大
支
援
事
業
費
補
助
金
」

に
よ
り
資
材
や
種
苗
の
購
入

費
を
支
援
し
て
い
る
。
今
後

の
情
勢
や
国
、
県
の
動
向
を

ふ
ま
え
、
支
援
の
範
囲
な
ど

を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
肥
料
は
本
来
、
国

や
県
等
が
全
般
的
に
農
業
者

へ
の
補
助
等
を
支
援
す
る
の

が
最
善
で
あ
る
。
村
が
支
援

す
る
に
は
個
々
の
農
家
の
状

況
が
つ
か
み
づ
ら
く
、
公
平

性
を
保
て
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

な
ん
ら
か
の
基
準
等
設
定
や

他
市
町
村
の
状
況
を
ふ
ま
え

検
討
し
た
い
。

要
支
援
者
の
避
難

問

村
の
要
支
援
者
の
個

別
避
難
計
画
作
成
数

は
、
令
和
７
年
２
月
末
が
54

名
、
令
和
８
年
６
月
に
は
24

名
減
の
30
名
で
減
少
理
由
は

施
設
入
所
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
、
世
帯
構
成
の
変
化
な
ど

で
あ
っ
た
。
個
別
避
難
計
画

作
成
が
必
要
な
方
は
ど
れ
く

ら
い
か
。
ま
た
、
今
後
の
計

画
作
成
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

村
長

個
別
避
難
計
画
が
必

要
な
対
象
者
数
は

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

を
８
月
末
に
更
新
し
５
５
５

名
で
あ
る
。
今
後
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
・
自
主
防
災

組
織
な
ど
と
連
携
し
、
相
談

支
援
や
訪
問
活
動
の
機
会
を

活
用
し
、
個
別
避
難
計
画
の

作
成
を
進
め
た
い
。

問

計
画
作
成
さ
れ
た
要

支
援
者
が
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
、
団
体
・
組

織
が
、
ど
う
連
携
し
動
く
の

か
。
村
民
へ
の
周
知
が
必
要

で
は
な
い
か
。

村
長

避
難
支
援
は
地
域
の

支
え
合
い
が
大
切
と

考
え
る
。
個
別
避
難
計
画
の

意
義
や
地
域
で
の
助
け
合
い

の
重
要
性
を
村
広
報
な
ど
通

じ
、
村
民
へ
周
知
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
内
容
】

〇
野
田
村
地
域
お
こ
し
協
力

　

隊
に
つ
い
て

　補助金を拡充すべき

村長　補助内容、制度改定を検討

有害鳥獣防除対策事業

丹 野　 和 子 議員
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問

久
慈
管
内
の
民
間
医
療

機
関
の
閉
院
に
よ
る
減

少
に
伴
い
、
久
慈
医
療
圏
の
中

核
病
院
で
あ
る
県
立
久
慈
病
院

の
医
療
体
制
の
確
保
、
充
実
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
常
勤
医

師
の
確
保
が
で
き
ず
診
療
科
の

減
少
と
と
も
に
、
週
１
～
２
回

の
診
療
科
も
あ
り
、
住
民
の
受

診
機
会
が
損
な
わ
れ
る
状
況
に

な
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
住
民

の
不
安
解
消
と
地
域
医
療
の
拠

点
と
し
て
診
療
体
制
充
実
に
向

け
、
関
係
機
関
へ
強
く
働
き
か

け
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

村
長

診
療
科
別
の
常
勤
医
師

在
籍
と
不
在
の
状
況
は
、

常
勤
医
師
11
科
22
名
、
休
診
中

の
科
は
麻
酔
科
と
血
液
内
科
の

２
科
で
あ
る
。
専
門
常
勤
医
師

の
不
足
は
深
刻
な
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
動
向
等
注
意
し
な
が
ら
、

県
内
市
町
村
と
一
緒
に
な
り
、

常
勤
医
師
の
確
保
と
医
師
偏
在

の
解
消
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

「
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
」
の
導
入
を

問

多
く
の
自
治
体
は
人
口

減
少
や
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
と
い
っ
た
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
に

対
し
、
企
業
が
社
員
を
一
定
期

間
自
治
体
に
派
遣
し
、
実
務
に

携
わ
る
こ
と
で
地
方
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
。
自

治
体
は
財
政
負
担
を
抑
え
て
専

門
性
の
高
い
人
材
を
確
保
で
き

る
。
地
域
づ
く
り
と
経
済
活
性

化
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
制
度
を
導
入
す
べ
き
だ

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

村
長

人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
地
域
の

担
い
手
不
足
、
産
業
の
人
材
不

足
、
情
報
発
信
力
の
強
化
な
ど
、

村
が
抱
え
る
課
題
は
多
様
化
し

て
い
る
。
民
間
企
業
な
ど
が
有

す
る
専
門
的
な
知
識
、
経
験
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地
域
づ
く
り

に
生
か
す
こ
と
が
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。
地
域
活
性
化
起
業

人
制
度
は
、
地
域
課
題
の
解
決

や
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
る
た

め
の
有
効
な
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
り
、
受
け
入
れ
体
制
等
総
合

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
の
実
施
を

問

地
域
や
地
域
の
人
々
と

多
様
に
関
わ
る
人
々
、

い
わ
ゆ
る
「
関
係
人
口
」
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
関
係
人
口
の

規
模
や
地
域
と
の
関
係
性
を
可

視
化
で
き
る
よ
う
に
、
国
は
住

所
地
以
外
で
地
域
に
継
続
的
に

関
わ
る
住
民
を
登
録
す
る
「
ふ

る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
を
創

設
す
る
と
し
て
、
自
治
体
向
け

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い

る
。
地
域
の
活
性
化
の
鍵
と
な

る
関
係
人
口
拡
大
策
の
一
つ
と

し
て
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

村
長

関
係
人
口
は
、
人
口
減

少
時
代
の
地
域
活
性
化

に
資
す
る
貴
重
な
人
材
だ
と
十

分
認
識
し
て
い
る
。
村
で
は
交

流
・
関
係
人
口
層
と
の
つ
な
が

り
の
価
値
に
着
目
す
る
と
と
も

に
、
震
災
を
契
機
に
生
ま
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
可
視

化
し
、
末
永
い
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
「
心
は
い
つ

も
の
だ
村
民
」
登
録
制
度
を
平

成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を
生
か
し
取

り
組
み
を
地
道
に
進
め
た
い
。

人
口
減
少
へ
の
対
応
は

問

２
０
２
５
年
国
勢
調

査
（
同
年
10
月
１
日

現
在
）
の
速
報
値
が
発
表
さ
れ
、

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
が
人
口

減
少
団
体
と
な
り
、
本
村
の
人

口
は
３
６
１
３
人
、
前
回

２
０
２
０
年
調
査
よ
り
、

３
２
３
人
減
で
８
・
２
％
の
減

と
な
っ
て
い
る
。
想
定
を
超
え

る
人
口
減
少
の
動
向
を
現
実
と

し
て
と
ら
え
、
高
齢
者
等
住
民

の
生
活
支
援
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
な
ど
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
へ
の
対
応
や
子

育
て
支
援
な
ど
総
合
的
な
対
策

の
継
続
が
必
要
。
今
後
ど
う
取

り
組
む
か
。

村
長

人
口
減
少
は
全
国
的

な
課
題
で
あ
り
、
令

和
８
年
３
月
策
定
の
「
第
３
期

野
田
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
は
、
人
口
減

少
対
策
や
地
方
創
生
等
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。
人
口

減
少
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

り
、
産
業
の
振
興
や
子
育
て
支

援
、
交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大

な
ど
を
推
進
し
、
活
力
あ
る
取

り
組
み
を
継
続
し
て
実
施
し
た

い
。

県立久慈病院

　医療体制充実を

村長　国・県に医師偏在解消を強く要望

地域医療の拠点「県立久慈病院」

中 川 　 昇 議員
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　見直しによるハザードマップ更新は

村長　令和８年度更新する

土砂災害 ・洪水防災

山 田　 陽 子 議員

問

当
村
は
大
雨
な
ど
河
川

の
氾
濫
に
よ
る
洪
水
被

害
や
土
砂
災
害
が
想
定
さ
れ
る
。

気
象
庁
は
５
月
29
日
か
ら
新
た

な
防
災
気
象
情
報
の
運
用
を
開

始
し
た
が
、
防
災
気
象
情
報
に

よ
る
避
難
指
示
の
判
断
は
。

村
長

４
種
類
の
災
害
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
警
戒
レ
ベ
ル

が
５
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
。

予
想
雨
量
や
各
種
情
報
を
も
と

に
避
難
情
報
の
発
令
を
判
断
す

る
。

再
質
問

平
屋
の
た
め
、
垂
直
避

難
が
難
し
い
場
合
の
行

動
は
。

村
長

９
月
７
日
の
事
例
で
は

最
悪
の
場
合
に
備
え
、

明
る
い
安
全
な
時
間
帯
に
避
難

で
き
る
よ
う
判
断
し
、
警
戒
レ

ベ
ル
３
高
齢
者
等
避
難
情
報
を

発
表
し
た
。
今
後
も
情
報
収
集

に
努
め
、
事
前
に
避
難
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

再
質
問

夜
間
に
高
齢
者
等
避
難

情
報
が
発
令
さ
れ
た
と

き
の
対
応
は
。

村
長

通
常
の
予
報
や
関
係
機

関
と
の
情
報
を
ふ
ま
え

避
難
判
断
す
る
。

問

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
作
成
状
況
は
。

村
長

令
和
８
年
８
月
末
現
在

で
５
５
５
人
の
名
簿
が

登
載
さ
れ
た
。

再
質
問

個
別
避
難
計
画
は
ど
う

作
成
し
て
い
る
か
。

村
長

こ
の
制
度
を
周
知
し
た

う
え
で
希
望
者
は
避
難

時
、
心
配
や
支
援
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

民
生
委
員
、
福
祉
介
護
関
係
者

等
が
訪
問
し
た
際
、
あ
る
い
は

面
談
や
通
常
の
状
況
を
把
握
す

る
中
で
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
情

報
提
供
等
を
担
当
課
で
順
次
整

備
し
て
い
く
。

問
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」

の
避
難
対
応
は
。

村
長

自
分
自
身
の
身
の
安
全

を
守
る
「
自
助
」
が
基

本
。
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

や
個
別
避
難
計
画
で
、
地
域
住

民
の
「
共
助
」
と
行
政
の
「
公
助
」

を
組
み
合
わ
せ
て
対
応
す
る
。

個
人
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
、

避
難
場
所
ま
で
の
距
離
な
ど
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
の
検
討
が

重
要
と
考
え
る
。

再
質
問

個
別
避
難
計
画
の
対
象

者
の
避
難
対
応
は
十
分

か
。村

長

行
政
や
消
防
だ
け
で
は

困
難
で
あ
り
、
地
域
で

の
話
し
合
い
や
近
所
と
の
日
頃

か
ら
の
声
か
け
が
大
事
と
考
え

る
。問

土
砂
災
害
・
洪
水
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更

新
は
。

村
長

宇
部
川
と
安
家
川
の
ほ

か
新
た
に
５
河
川
の
浸

水
想
定
区
域
が
指
定
さ
れ
た
。

令
和
８
年
度
に
更
新
す
る
。

問

災
害
時
の
移
動
式
ト
イ

レ
を
整
備
す
る
考
え
は
。

村
長

簡
易
ト
イ
レ
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
備
蓄

し
て
い
る
が
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
な
ど
の
移
動
式
ト
イ
レ
は

未
整
備
で
あ
り
、
今
後
検
討
し

た
い
。

救
急
車
の
迅
速
な
対
応
を

問

令
和
８
年
４
月
１
日
か

ら
１
１
９
番
通
報
の
受

信
、
出
動
指
令
、
無
線
通
信
な

ど
の
消
防
指
令
業
務
が
盛
岡
市

の
い
わ
て
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

を
通
じ
て
一
括
対
応
と
な
り
、

共
同
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
地
割
地
番
を
伝
え
て

も
、
指
令
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
場

所
が
特
定
で
き
な
い
な
ど
と
言

わ
れ
、
時
間
が
か
か
り
非
常
に

困
っ
た
と
の
声
を
聞
い
た
。
問

題
解
消
の
対
応
策
は
。

村
長

指
令
シ
ス
テ
ム
の
地
図

デ
ー
タ
が
令
和
５
年
９

月
時
点
の
も
の
で
、
正
確
な
位

置
確
認
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
は
、

い
わ
て
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で

判
別
不
明
な
場
合
、
指
令
セ
ン

タ
ー
員
、
各
消
防
本
部
通
信
員

及
び
通
報
者
の
三
者
に
よ
る
通

話
で
出
動
場
所
を
特
定
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

【
そ
の
他
内
容
】

○
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

　

い
て

○
遊
具
等
の
暑
さ
対
策
に
つ

　

い
て

○
第
３
期
野
田
村
ま
ち
・
ひ

　

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

　

略
に
つ
い
て

○
城
内
二
又
線
通
り
の
太
陽

　

光
の
街
路
灯
に
つ
い
て
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番　号 議　　　案　　　名 議決結果
報告第１号 株式会社のだむらの経営状況に関する書類の提出について

－
報告第２号 株式会社涼海の丘の経営状況に関する書類の提出について

報告第３号 令和５年度及び令和６年度決算に基づく野田村健全化判断比率の修正の報告に
ついて

報告第４号 令和７年度決算に基づく野田村健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
認定第１号
　～第６号 令和７年度野田村・各会計歳入歳出決算認定について 認定

（賛成全員）
議案第１号 令和８年度野田村一般会計補正予算（第３号）

可決
（賛成全員）

議案第２号 令和８年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第３号 令和８年度野田村簡易水道事業会計補正予算（第２号）

議案第４号 令和８年度野田村下水道事業会計補正予算（第２号）

議案第５号 情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の一部を改正する条例

議案第６号 野田村印鑑条例の一部を改正する条例

議案第７号 特定復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改
正する条例

議案第８号 財産の取得に関し議決を求めることについて
議案第９号
　～第16号 農業委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて 同意

（賛成全員）
発議案第１号 ゆたかな学びの実現、定数改善及び義務教育費国庫負担率２分の１の復元に係

る意見書の提出について
可決

（賛成全員）

第 13 回定例会　９月９～18日
議 案 一 覧

議会に来てみませんか

次 の 定 例 会 は
12 月 です！

※議長は採決に加わらない

役場２階に議場があります。
傍聴席入り口で
傍聴席のルールを確認し、
「傍聴人受付簿」用紙に
「氏名」「住所」などを記入します。

記入後、身なりを整え、
入場してください。
帽子は脱ぎましょう。
写真撮影、録音はできません。

① ②

９月定例会で

請願１件を審議

しました。

受理番号 請願第８号

件 名 ゆたかな学びの実現、定数改善及び義務教育費国庫負担率
２分の１の復元に係る意見書採択を求める請願

請 願 者 岩手県教職員組合県北支部　支部長　小関　高博
紹介議員 山田 陽子、丹野 和子
付 託 先 総務教民常任委員会
審査結果 採 択　➡　国へ意見書提出

請　願
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●７月●
　５日　北岩手・北三陸横断道路整備促進期成同盟会総会並びに決起大会（葛巻町）
　５日　第44回岩手県消防協会久慈地区支部消防操法競技会結果報告会
　７日　第11回野田村議会臨時会
　８日　市町村要望
　９～10日　岩手県町村議会議長会第１回政務調査会等（岩泉町）
11日　小田祐士氏 叙勲受章を祝う会
12日　花巻市合併20周年記念式典（花巻市）
13日　国道281号整備促進期成同盟会総会及び要望会（盛岡市）
15日　北部地区町村議会議員スポーツ交流会・情報交換会（軽米町）
21日　久慈地区市町村議会連絡協議会定例総会（久慈市）

●８月●
　５日　町村議会議員夏季議員大学講座（盛岡市）
　６～７日　北部地区町村議会議長会県政要望（盛岡市）
12日　村政調査会
15日　野田村戦没者慰霊祭
20～21日　三県合同中央研修会、県選出国会議員との懇談会（東京都）
21～23日　野田まつり
28日　八戸･久慈自動車道整備利活用促進期成同盟会岩手要望（宮古市、盛岡市）

●９月●
　４日　議会運営委員会・議員全員協議会
　８日　知事を囲む懇談会（盛岡市）
　９～18日　第13回野田村議会定例会
29日～10/２　北部地区町村議会議長会行政視察研修（鹿児島県）
30日　岩泉町合併70周年記念式典（岩泉町）
30日　特別養護老人ホーム結の里・グループホームぬくもり施設敬老会

村政調査会で合葬墓を視察（8/12） 「野田まつり」お還り（8/23）

　野田村議会では、令和８年大槌町の林野火災および令和８年熊本地震により被

災された方々への支援の一助として、災害義援金・見舞金を送りました。

　議員一同、一日も早い復旧・復興を心よりお祈りいたします。

災害義援金 ・見舞金を送りました

おもな議会の動き
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３月定例会で
一般質問をした議員の数は。

【前号の答え】 ③アワビ
【当選者】 斉藤花道さん、中村大惺さん

  正解者から抽選で３名に「野田村共通商品券」をプレゼント！

【応募方法】 村ホームページ「議会だより のだ」応
　　　　　　募フォームやはがきに答え、住所、氏名
　　　　　　（ふりがな）、年齢、連絡先を記入してご  
　　　　　　応募ください。議会だよりに対するご意
　　　　　　見もお待ちしています。
【応 募 先】 〒 028‐8201 野田村大字野田 20‐14
　　　　　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
【締め切り】 ７月 10 日消印有効
【当選発表】 次号発表
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③　12　

今回の議会だよりには、
さまざまな『のんちゃん』が
掲載されています。その数は
いくつでしょう？

応 募 フ ォ ー ム
議会だより のだ

  正解者から抽選で３名に「野田村共通商品券」をプレゼント！

【応募方法】 村ホームページ「議会だより のだ」応
　　　　　　募フォーム（左側のＱＲコードを読み取
　　　　　　るとかんたん）やはがきに答え、住所、
　　　　　　氏名（ふりがな）、年齢、連絡先を記入
　　　　　　してご応募ください。議会だよりに対す
　　　　　　るご意見もお待ちしています。
【応 募 先】 〒028‐8201 野田村大字野田20‐14
　　　　　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
【締め切り】 12 月４日消印有効
【当選発表】 次号発表
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【前号の答え】 ③10件
【当選者】 松場里美さん、久慈結衣希さん、坂本大惺さん
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電気を作っています
株式会社 野田バイオパワーＪＰを訪問

　電力供給を担う「株式会社野田バイオパ
ワーＪＰ」を訪問し、お二人からお話を伺
いました。
　上川さん（写真左）は他県で発電事業に携わっ
ていましたが、村に同社が設立されたこと
を機に地元に帰ってきました。一方、北田
さん（写真右）は村内で別の仕事をしていまし
たが、同社の発足当時から勤務しています。
　同社は 27 名が勤務しており、昼夜を問
わず交代制で工場を稼働しています。また、
地域との交流にも積極的に取り組み、道路
等の清掃活動や地域住民との懇親会など実

施しています。
　お二人は、「会社が長く続き、地域に貢献
できるよう、これからも仕事に励んでいき
たい」と今後の抱負を語りました。

上
かみかわ

川祐
ゆ う き

樹さん（港）北
き た だ

田直
な お と

人さん（本町）


